
診療体制のご案内 

外来診療時間は別紙ご参照ください。
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平成 28年 8 月発行 金沢西病院 

8 月 1 日より当院外科外来の午後診療は足立医師

（アカシアクリニック院長）が担当しております。

よろしくおねがいいたします。 

 

6月 28日（火）に上記を開催いたしました。当院と連携していただ 

いている施設から 38名（24施設）の皆様にご参加いただきました。 

テーマは 「食べられなくなったらどうしますか？」  菊地勤理事長が人工水分栄養法：ＡＨＮ（胃ろう・中心静

脈栄養・皮下点滴等）の基礎知識、患者様やご家族の方との関わりについて講演いたしました。今後も医療介

護施設の皆様とより充実した連携をさせていただけるように、このような会を定期的に開催していきたいと思い

ます。 （次回は 10月 12日（水）開催＊別紙ご参照ください） 

                

専門分野  一般・消化器外科 

日本外科学会専門医 

日本消化器外科学会認定医 

      日本消化器内視鏡学会指導医・専門医 

      日本医師会認定産業医 
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始めました

施設スタッフの
方に患者様のご
様子をお聞き
し、お話を伺い
ました 

退院後も必要な

医療処置を施設

スタッフの方と

一緒に行いまし

た 

ご家族の方に療養

のことで何かご心

配なことなどない

かお話を伺いまし

た 

訪問看護ステーシ
ョンの看護師の方
と一緒に患者様の
様子をみさせてい
ただきました 

ご入院されていた病棟の看護師が退院後、療養先の
ご自宅や施設に伺い、患者様やご家族、施設のスタ
ッフの方の相談や生活上の悩みをお聞きし、必要に
応じた援助やアドバイスを行っております。退院さ
れた患者様が安全・安楽に在宅生活を送られますよ
うお手伝いさせていただきます。（看護部） 

第 1回 金沢西地域 

医療・ケアカレッジ開催 
 



ＪＭＡＴ熊本地震災害支援ご報告 
  

 

 

 

内科医長 笠倉尚人 

各方面のみなさまのご声援を背に 5 月 13～18 日の間

熊本県益城町ほぼ全域にわたる未曾有の震災の爪あ

とを目の当たりにしながら、私たち４人は現地医療本

部にて、全国からの医療応援チームの方々と共に活動

を行ってまいりました。災害慢性期医療ということ

で、私たちの担当地域ではごく微力ですが、被災者の

方々のお役に立てたのではないかと思います。このよ

うな経験をさせていただいた方々に感謝いたします。

誠にありがとうございます。 

看護師主任 清水厚子 

私達は先陣の浅の川総合病院チームから引継 

ぎを受け、保健センターや公民館などの避難

所を回り、希望される方の症状をお伺いしそ

れらに応じた医療支援をさせていただきまし

た。家屋や道路の損壊は激しかったです。災

害医療チームはたくさん入っていました。病

院や医院は既に活動し始めており医療ニーズ

は少なかったです。今後は仮設住宅等に移動

されまだまだ避難生活が続く方も多いと思い

ます。これからも現地の皆様のご健康と更な

る支援の輪が広がることをお祈りしておりま

す。 

事務主事 村本匡 

私たちは震災が起きて約一か月後に支援に行ったの

もありコンビニやファミリーレストランはいくつか

営業し、避難所から歩いて行ける距離にありました。

また避難所にもたくさんの支援物資があり食には困

っていないと話されていました。実際、避難所に行く

と食べ物よりもゴミの回収が追い付いていない状態

で困っていらっしゃる方もいました。 

私の主な仕事は、支援メンバーの衣・食・住の確保や

その日に診察をした患者数の記録等です。また、『皆が

無事に石川に戻れるようにすること』も役目であった

ので、支援中の車移動の際は、道路が隆起している所

高速道路の崩落している所などに気を遣い一生懸命

サポートしました。 

実際に行って倒れた家や建物を目の当たりにし、正直

驚いて言葉になりませんでした。今まで当たり前のよ

うに生活をしていたのが被災地を見て当たり前では

ないと改めて感じました。またどこかで地震があった

時には、この経験を生かし困っている人の 

助けに少しでも協力したいと思います。 

 

リハビリテーション課長 白山武志 

災害支援は初めての経験であり、作業療法士

として何ができるのか不安であった。嚥下体

操、エコノミークラス症候群への対策表など

準備していたが、避難所では決まった時間に

体操を促すなど対策が行われていた。笠倉医

師の指示のもと、避難所の方々にリハビリテ

ーションを行った。一時的に身体の緊張をや

わらげるだけではなく、身体に触れながら、

話を聞き、今後の身体状況を予測して、自主

体操や姿勢管理（ポジショニング）動作指導

を行った。災害支援に参加することで、多く

のことをみて、学び、経験する中でチーム医

療の重要性を再認識した。 
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